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大学評議会

2012年度明治学院大学外部評価委員会提言

委員 長 本 間 政 雄

今年度の外部評価は、教員。教員組織、教育研究環境、管理運営の3点につ

いて行った。以下、具体的な提言を行うので、今後の大学運営に生かしていた

だくことを期待する。

【教員・教育組織】

大学の教育・研究の質は、基本的に教員によって決まると言っても過言では

なく、どのような方針、基準で教員を採用していくかは極めて重要である。本

学では、教員の採用方針は、基本的に各学部に任されていて、大学全体として

の明確な方針は存在しない。学部の特'性や事情があり、大学として一律の方針

や基準を設けて、一律に適用していくことは適切でも可能でもない。しかしな

がら、一般的に言って大学の教育・研究は、教員が同質集団ではなく、女性、

外国人、実務家など多様なバックグラウンド、経歴、考え方をもった異質集団

で構成されている方が活’性化することは間違いがない｡今後､大学として女'性、

外国人、実務家などについて一定の採用目標を設け、各学部の教育。研究上の

特性に配慮しながら、採用を増やしていくことを検討すべきと考える。教員定

数について一定数の学長裁量枠を設け、「異質な」背景を持つ教員を積極的に採

用することも検討に値する。

また、教員は、職務の特殊性に応じた手厚い処遇、例えば柔軟な勤務形態、

一定額の研究費。研究室支給、サバティカル。リーブ、兼業兼職の大幅な自由、

業績評価からの大幅な自由など様々な特権を享受しているが、外国語のコミュ

ニケーション能力の育成、ICT活用力の育成といった「訓練」的要素の大きい

仕事を担当している教員については、こうした特権的扱いの継続の可否につい

て検討を行うべきである。さらに、「教員」の肩書を持ちながら、重要性が急速

に高まっている国際交流、知的財産、産学連携、学生支援、IRなど専門性の高

い職務を行う者に関し、処遇について独自のシステムを設けることも提言した

い。

「教員業績DB」

る。それでも入力

の入力薬錐郵雛式ぎゑの型直ちに義務化すべきであ
里 ＝

しない教員には、芝浦工大のように学部長が面談し、入力を

促すべきである｡_入力は、教員評価の基礎になるものであり、社会的説明責任

を果たす上でも必ず行わなければならない。教員の業績評価が行われないよう

な組織は、いずれ衰退することを念頭に、学生の評価・授業満足度も含めて全
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